
アフリカ東岸およびイン ド西岸地方における状況

以下の文章および表 1,2,図 1,2と 月縁図 (図 3)は、海上保安庁水路部編暦課の御好意
によつて、 1979年 、天文月報 7月 号中の「 1980年 2月 16日 の皆既日食」水路部編暦課
から転載させていた いゞたものである。

アフリカ東岸 (ケ ニア付近)お よびインド西岸地方における皆既食帯の様子を表 1、 および図
1、 図 2に示すb図で太い破線は同時に食が最大となる地点を結んだものであり、細い破線は継
続時間が同じになるところを結んだものである。図から、任意地点におけるそれらの値を読み取
り、食の最大の時刻に継続時間の半分を減じるか加えるかによつξ それぞれ、その地点の第2

接触、第3接触の概略の時刻が得られれ

表2には、アフリカ、インド内に適宜に選んだ地点 (図 1、 2にO位で記してある)における
状況、およびその近傍での状況を知るための微分改正式を掲げる。なおこの改正式カミ第2、 第
3接触について、時刻で1,北極方向角で0:2の精度を有する範囲は、基準点から南北に各
20隔、東西に各 60隔程度である。第 1、 第 4接触については、 これよりず つと広い範囲で有
効である。

月縁の補正

表 1の計算に使つた月の半径はおおむね月縁上の谷にあたるものであり、また月の黄緯に月の

形状中′いと月の重心との差』為 =― o″6を加えてある。これによつて平均的に月縁の形―を考慮し
た予報が得られる。´

一方、表 2はヮッッの月縁図に採用された平均半径を用い、J々 囃 をしないで計算したも
ので、これに月縁の形を加味することにより、各地点の精密な予報を行うことができる。そのた

めに図 3に ワッツの月縁図より求めた月の見かけの形を示すb図はアフリカ東岸の基準点から見
たものである力ヽ インドにおいてもほとんど同じでぁァて、そのまま使える。

月縁上に示された角度は北極方向角で天の北極Nか ら東まわ りに測る。 またLは月の北極の方
向を示すb図の精度は■072程度である。
太陽に対する月の運動の速さおよび方向を v″/sお ょび、′、接触点の北極方向角をQと し、
同北極方向角における山の高さをh″ とすると、第 2ぉ よび第 3接触の時刻に対する補正量は
一 h/fvcos a卜の }秒で表わされる。 しかし、近 くに大きな谷があつたりするとその影響を
受けるので、より正確には接触点近傍の図を描いて求めることが望ましレЪ
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フこ1 アフリカ東岸およびイン ド西岸の竹既食帯 (′ T=ET― υr="3)
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図 1 アフリカ東岸地方の皆既 日食帯。O予 報基 i準点

曜2｀ インド西岸地方の皆既日食lFo O予 報基イ:点
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表 2 局 地 予 報  (`7°=ET― υr="3)
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図3 198o年 2月 16日 の皆既日食時の月縁 (凹凸を誇張してある)
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